
資料 3－1－2  

平成19年9月4日  

薬事・食品衛生審議会   

食品衛生分科会長 吉倉 虞 殿  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会   

農薬・動物用医薬品部会長 大野 泰雄  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会  

農薬・動物用医薬品部会報告について   

平成19年6月28日厚生労働省発食安第0628005号をもって諮問された、食  

品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づくビリプロキシフ  

ェンに係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定にづいて、当部会で審議を行っ  

た結果を別添のとおり取りまとめたので、これを報告する。  
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（別添）  

ビリプロキシフェン  

1．品目名：ビリプロキシフェン（Pyriproxyfen）  

2．用途：殺虫剤   

4－フエノキシフエノキシ構造を有する殺虫剤である。作用機構は昆虫体内で幼君ホ   

ルモンとして作用し、胚仔の発育阻害による殺卵作用、蛸化または成虫化を阻害する   

ことによる変態阻害作用等により作用すると考えられている。  

3．化学名：4－フエノキシフェニルー（斤5）－2－（2－ビリジルオキシ）プロピルエ  

ーテル  

4．構造式及び物性  

分子式 C2。H19NO3  

分子量  321．38  

水溶解度 0．367mg／L（25℃）  

分配係数logl。Pow＝5．37・（25℃）  

（メーカー提出資料より）  

5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

となっているものについては、今回農薬取締法（昭和23年法律第82号）に  

基づく適用拡大申請がなされたものを示している。  

（1）10．0％．ビリプロキシフェン乳剤  

ビリプロキシフェン  
適用  希釈  

使用液量   
本剤の  使用  

作物名  使用時期  
使用回数   方法  

を含む農薬甲  
病害虫名  倍数  

総使用回数   

メロン  コナジラミ類  2000倍   

（施設栽培）  150～400  
4回以内  

コナジラミ類  
1000～  収穫前日まで  4回以内  散布  （設置は  

きゆうり  L／10a  
2000倍  1回以内）  

（施設栽培）     ミナミキイロアザミウマ   
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（1）10．0％ビリプロキシフェン乳剤（つづき）  

ビリプロキシフェン  
適用  希釈  

使用液量   任用時期   
本剤の  

作物名  
病害虫名  倍数  

使用    を含む農薬の  

使用回数   方法    総使用回数   

1000～  
なす  ミナミキイロアザミウマ  

2000倍   
（施設栽培）  

4回以内  

2000倍   4回以内   （設置は  

トマト  コナジラミ類  
150～400  

1回以内）  

（施設栽培）  

L／1Oa   
収穫前日まで  散布  

ピーマン  1000～  

2000倍  
2回以内  

（施設栽培）   

ミナミキイロアザミウマ  2回以内  （設置は  

ししとう  
1回以内）  

（施設栽培）   

（2）1．Og／m2ビリプロキシフェン剤  

適用   
使用量   

本剤の   使用   ビリプロキシフェンを含む  
作物名  

病害虫名  
使用時期  

使用回数   方法   農薬の総使用回数   

きゅうり、トマト、な  

す及びメロンは4回  

以内（設置は1回以  
野菜類  

コナジラミ類   
（施設栽培）  10・～50m2  

作物体の  

栽培期間中   1回  付近に設  
／10a  

置する  

以外の野菜は1回   

豆類（種実）  オンシツコナジラミ  

（施設栽培）  

1回   

（3）9．0％ビリプロキシフェンマイクロカプセル剤  

ビリプロキシフェン  
適用  希釈  

使用液量   使用時期   
本剤の  

作物名  
病害虫名  倍数  

使用    を含む農薬の  
使用回数   方法  

総使用回数   

成虫越冬休眠期  

困   クワシロカイガラムシ  1000倍  1000L／10a  

（一番茶摘採45  
1回   

日前まで）  
散布   1回   

但し萌芽前まで  
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6．作物残留試験  

（1）分析の概要   

（D分析対象の化合物  

ビリプロキシフェン  

②分析法の概要  

試料を含水メタノールで抽出後、メタノールを留去し、塩酸酸性下で加水分解   

した後、多孔性ケイソウ土カラム及びシリカゲルカラムで精製し、ガスクロマト   

グラフ（NPD）を用いて定量する。   

検出限界0．005～0．1ppm  

（2）作物残留試験結果   

①きゆうり  

きゅうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％乳剤の1，000倍希  

釈液を計2回又は4回散布（250L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量  

注）は0．03ppm、0．03ppmであった。  

②なす  

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％乳剤の1，000倍希釈液   

を計2回又は4回散布（250～404L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は0．1・毎pm、0．28ppmであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われ   

ていない。  

③トマト   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％乳剤の1，000倍希釈   

液を計2回又は4回散布（250L／10a）したところ、散布後1～3日の最大残留量は   

0．14ppm、0．33ppmであった。  

④メロン  

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％乳剤の1，000倍希釈   

液を計4回散布（250L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量はく0．01ppm、   

く0．01ppmであった。  

⑤ピーマン  

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％乳剤の1，000倍希   

釈液を計2回散布（250L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は1．06ppm、  

1．40ppmであった。  
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⑥ししとう  

ししとう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％乳剤の1，000倍希   

釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．83ppm、   

0．79ppmであった。  

咽 
茶（荒茶）を用いた作物残留試験（2例）において、9％マイクロカプセル剤の1，000   

倍希釈液を1回散布（1000L／10a）したところ、散布後45～60日の最大残留量は   

0．07ppm、0．03ppmであった。  

茶（荒茶）を用いた作物残留試験（1例）において、9％マイクロカプセル剤の1，000   

倍希釈液を1回散布（1000L／10a）したところ、散布後45～60日の最大残留量は   

0．02ppmであった。   

これらの試験結果の概要については、別紙1－1、海外で実施された作物残留試験  

成績の結果の概要については、別紙1－2を参照。  

注）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間   

を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、それ   

ぞれの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

7．乳牛における残留試験   

乳牛に対してビリプロキシフェン0、3、9、30ppmを含有する飼料を牧草と共に28   

日間にわたり摂食させ（それぞれ0、0．13、0．38、1．17mg／kg体重／dayに相当）、牛   

乳、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓に含まれるビリプロキシフェン含量を測定したところ、   

脂肪からのみ9ppm投与群において0．011～0．025ppm、30ppm投与群において0．046～  

0．072ppm検出された。（検出限界：0．01ppm）   

上記の結果に関連して、JMPRでは、、肉牛及び乳牛における最大理論的飼料由来   

負荷（MTDB）注）は2．4ppmと評価している。 また、米国では肉牛及び乳牛における   

MTDBはそれぞれ1．91ppm、1．51ppmと評価している。  

注）最大理論的飼料由来負荷（Maximum TheoreticalDietary Burden：MTDB）：飼料として  

用いられる全ての飼料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によ  

って畜産動物が暴露されうる最大量。飼料中残留濃度として表示される。  

（参考：Residue Chemistry Test Guidelines OPPTS860．1480Meat／Milk／Poultry／Eggs）  
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8．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、平成  

17年11月8日付厚生労働省発食安第1108001号及び同法第24条第2項の規定に基づき、  

平成18年7月18日付け厚生労働省発食安第0718032号によりにより食品安全委員会あ  

て意見を求めたビリプロキシフェンに係る食品健康影響評価（案）について、以下のと  

おり評価されている。  

無毒性量：10mg／kg体重／day  

（動物種）  イヌ  

（投与方法） 強制経口投与  

（試験の種類）慢性毒性試験  

（期間）  1年間  

安全係数：100  

AD  

9．諸外国における状況   

2001年にJMP－Rにおける毒性評価が行われ、ADIが設定されている。国際基準は   

かんきつ類果実、綿実等に設定されている。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調   

査した結果、米国においてアボカド、かんきつ類果実等に基準が設定されている。  

10．基準値案  

（1）残留の規制対象  

ビリプロキシフェン   

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価（案）においては、暴露  

評価対象物質をビリプロキシフェンと設定している。  

（2）基準値案   

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定さ   

れる量のビリプロキシフェンが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に   

基づき試算される、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大摂取量（TMDI））のA   

DIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  
なお、本暴露評価は、各食品分類において、 加工・調理による残留農薬の増減が   

全くないとの仮定の下におこなった。  
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TMDI／ADI（％）注）   

国民平均   14．3   

幼小児（1～6歳）   25．2   

妊婦   13．2   

高齢者（65歳以上）   14．0   

注）TMDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。なお、高齢者について   

は畜水産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  

（4）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品  

一般の成分規格7及び9に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められてい  

るが、今般、残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  
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（別紙1－1）  

ビリプロキシフェン作物残留試験一覧表  

農作物   
試験圃  試験条件  

使用量・使用方法  回数  経i烏日数   最大残留土（ppm）  

きゆうり※   
2  10．0％乳剤   

1，000倍散布   圃場A：0．03   

（果実）  250L／10a  
皇回  と3，7日  

圃場B：0．03   

なす   1，000倍散布   圃場A：0．14（＃）（4回、1日）   
2  10．0％乳剤  

（果実）  

皇回  も3，7日  
250～404L／10a  圃場B：0．28（＃）（4回、1日）   

トマト※   
2   10．0％乳剤   

1，000倍散布   圃場A：0．14   

（果実）  250L／10a  
皇回  も3，7日  

圃場B：0．33   

メロン   
2  10．0％乳剤   

1，000倍散布   圃場A：〈0．01   

（果実）  250L／10a  
皇回  も3，7日  

圃場B：く0．01   

ピーマン   
2  10．0％乳剤   

l，000倍散布   画境A：1．06 

（果実）  250L／10a  
呈回  も3，7日   

圃場B：1．40   

ししとう   
2  10．0％乳剤   

1．000倍散布   圃堤A：0．83く2回、3日）   

（果実）  300L／10a  
呈回  も3，7日  

圃場B：0．79   

茶※   9．0％   1，000倖散布   圃場A：0．07   

2  
（荒茶）  

上回  4旦60日  
1，000L／10a  圃場B：0．03   

茶※ 9．0％  1，000倍散布  
ロ   マイクロカブ伽剤  

（荒茶）  

1回  ≦且60日   
1，000L／10a  圃場A：0．02   

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範周内で試験が行われていない。  

（※）印で示した作物については、申請の範囲内で最高の値を示した括弧内に示す条件において得られた値を採用し  
た。  

最大使用条件下の作物残留試儀条件に、アンダーラインを付している。  

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書（案）「ビリプロキシフェン」に記載されている作物残留試験成績  
は、各試験条件における残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均値を示したものであり、上記  
の最大残留土の定義と異なっている。  
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（別紙1－2）  

ビリプロキシフェン海外作物残留試験一覧表  

農作物   
試験  試験条件  
圃場  剤型   使用暮・使用方汝  回数  経過日数   

最大残留量（ppm）  

圃場A：0．05  

圃場B：0．06  

圃場C：0．10  

坐日     圃場D：0．12  
圃場E：0．16  

圃場F：0．14  

りんご   11．23vt％   圃場G：0．08       43日   
14  

（果実）  乳剤  50gai／A散布   呈回・  
圃場H：0．06  

圃場Ⅰ：0．08  

金目    圃場J：0．08  
圃場K：0．08  

画軋：0．d8  

圃場M：0．09  
坐日   

圃場N：0．08  

圃場A：0．15（3回、45日）（＃）  
りんご  

3   
11．2加代％  

（果実）  乳剤   100gai／Å散布   3回  45日   圃場B：0．12（3回、45日）（＃）  

圃嶺紅：0．14（3回、45日）（＃）   

りんご   11．23▼t％   
50gai／A散布   

98日  圃場A：く0．01（2回、98日）   
2  

2回  

（果実）  乳剤  143日  圃♯8：く0．Ol（2回、143日）   

りんご   11．23t丘％   98日  圃勤：く0．01（2回、98日）（＃）   

（果実）  
2  乳剤  100gai／A散布   2回  

143日  圃場8：く0．01（2回、143日）（＃）   

りんご   
2   

11．23Ⅵ止％   25～50gai／A散布  3回  29日  圃場九：0．03（3回、29日）（＃）   
（果実）  乳剤  28日  陣場B：0．04（3回、28日）（＃）   

りんご   2   11．23甘t％   60～100gai／A散布  3由  29日  圃場A：0．07（3回、29日）（＃）   
（果実）  乳剤  28日  圃場B：0．10（3回、28日）（＃）   

豊島51日  圃場A：0．04く3固、518）  

圃場B：0．02  

圃場C：0．03  

なし   11．23vt％   
50～55gai／A散布  呈回  

圃場D：0．04  

（果実）  
8  

乳剤  

44日  

48日  

坐日   

なし  11．23甘t％  

（果実）   乳剤   
100gai／A散布   3回  45日  圃場A：0．06（3回、45日）（＃）   

なし  11． 
（果実）   乳剤   

50gai／A散布   2回  143日  圃場A：く0．01（2回、143日）   
なし  11．23vt％  

（果実）   
乳剤   100gai／A散布   2回  143日  圃場A：く0．01（2回、143日）（＃）   

なし  11．23vt％  

（果実）   
乳剤   25～50gai／▲散布  3回   28日  圃場A：0．02（3回、28日）（＃）   

なし  
（果実）   

11．23vt％  
60－105gai／A散布  3回   28日   

乳剤 圃場A：0．03（2回、28日）（＃）   

20日  

くるみ   11．23vt％   圃場B：く0．01（3回、21日）（＃）   

（果実）  
4  

乳剤  
50gai／A散布   3回  

21日   

圃場D：く0．01（3回、21日）（＃）   

豊島21，28日  

圃場B：く0．01  

圃場C：〈0．01  
ピーマン  

7   1l．23wt％  20－30gai／A散布  呈回  
（果実）  乳剤  

上皇日  

圃場E：く0．01  

13日  

上皇日   
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農作物   
試験  試験条件  
阻場  剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   

最大残留量（ppm）  

ピーマン  11．23wt％  

（果実）   乳剤   40～60gai／A散布  3回  14日  圃場A：0．17（3回、14日）（‡）   
週日  

圃場A：0．02  
とうがらし  

3   

11．23vt％  
20～31gai／A散布  呈回  

（果実）  乳剤  
圃場B：0．02  

主も21，28日    園蹴：0．04   

とうがらし  11．23yt％ 

（果実）   乳剤   40～60gai／A散布  3回  14日  圃場A：0，06（3回、14日）（＃）   
旦生21，28日  

圃場B：く0．01  

圃場C：く0．01  
上皇日  

圃場D：く0．01  

圃場E：〈0．01  

呈A21，28日   
トマト   
（果実）  

13   
1123wt％   

20～30gai／A散布  呈回  剤  
週日  

圃場Ⅰ：0．02（3回、13日）（＃）  

13日  

圃場K：0．03  

互生日   

圃闇組：0．04   

圃場Å：く0．01（3回、14日）（＃）  

トマト   11．23wt％   圃場B：0．01（3回、14日）（＃）   

（果実）  

4  
乳剤  40～60gai／A散布  3回   14日             圃場C：0．01（3回、14日）（＃）  

圃場D：0．10（3回、14日）（＃）   

トマト   圃場A：0．02（3回、14日）（＃）   

（果実）  

2   11．23wt％   100～150gai／A散布  3回   
14日  

圃場A：く0．01（3回、21日）（＃）  

21日   圃場B：く0．01（3回、21日）（＃）  

アーモンド   11．23wt％   
40～60gai／A散布  3回  

圃場C：〈0．01（3回、21日）（＃）   

∫種子）  
6  

乳剤  24日  

21日   

圃槙F：く0．01（3回、24日）（＃）       22日   

アーモンド   11．23wt％   21日  圃場A：0．01（3回、13日）（＃）   

（種子）  

2  

乳剤  99～103gai／A散布  3回             22日  圃場8：く0．01（3回、13日）（＃）   
圃場A：0．24  

圃場B：0．59  
過日  

圃場C：0．62  

おうとう  7   
33wt％  

（果実）  
乳剤   50gai／キ散布   呈回  圃場D：0．26  

圃場E：0．35（3回、13日）伊）  

圃場F：0．08  

圃場G：0．16（3回、13日）（＃）  

おうとう  33wt％  
2  

乳剤   
100gai／A散布   3回   14日   

（果実）  圃場A：0．97（3回、14日）（＃）   

おうとう   35wt％   13日  圃場Å：0．30（3回、13日）（＃）   
2  

顆粒水和剤  
50gai／Å散布   呈回  

（果実）  上皇日  圃場B：0．06   

圃場A：0．12  

圃場B：0．29  

上皇日    圃場C：0．17  

圃場D：0．20  

圃場E：0．18  
もも  33wt％  

（果実）   
乳剤   50gai／A散布   旦回         圃場F：0．16  

圃場G：0．12  

圃場H：0．12（3回、12日）（＃）  

圃場Ⅰ：0．19  

圃場J：0．26（3回、8日）（＃）  

圃場K：0．03  

13   



農作物   
試験  試験条件  
圃場  剤型   使用上・任用方法  回数  経過日数   

最大残留量（ppm）  

もも  33wt％  

（果実）   乳剤   
100gai／A散布   3回   14日  圃場A：0．29（3回、14日）（＃）   

もも   2   
35vt％   圃場A：0．14   

（果実）  顆粒水和剤  
50gai／A散布   旦回  週日            圃場8：0．04   

圃場A：0．04  

旦皇日   圃場B：0．04  

圃就：0．02  
プラム  7   33甘t％  

（果実）  
乳剤   50gai／A散布   旦回       圃場D：0．20  

圃場E：0．14  

圃場F：0．04  

圃郵：0．03  

プラム  
2   

33■t％  

（果実）  乳剤   
100gai／A散布   3回   14日  圃場A：0．14（3回、14日）（＃）   

プラム   
2   

35甘t％   圃場A：0．14   

（果実）  顆粒水和剤  
50gai／A散布   阜回  上皇日            圃場B：0．03   

圃場A：0．0338  
グアバ  3   11．23vt％  
（果実）  乳剤   

上皇日   圃場B：0．0539  50gai／A散布   呈回  
圃場C：く0．025（2回、15日）       15日   

11日  圃場A：0．188（2回、11日）（＃）  
ライチ  
（果実）   

3   11．23▼t％  50～55gai／A散布  呈回  乳剤  13日   

圃場B：0．096（2回、13日）（＃）  

圃場C：0．203（2回、13日）（＃）  

圃場A：0．0872（芦回、19日）  
パンレイシ  

3   

11．23▼t％  

（果実）  
乳剤   50gai／A散布   呈回   19日   酢如：0こ鍋40（2回、19日）  

阻揚C：0．026       旦A21日   

圃場A：0．56  

圃場B：0．40  

三日    圃場C：0．18  

ブルーベリー   
8   

11．5vt％   圃場D：0．62   

（果実）  乳剤  
45－46gai／A散布  呈回  

圃場把：0．44  

圃場F：0．32（2回、6日）（＃）  

圃場G：0．16（2回、10日）  

圃場H：0．26  

三日  

スナップえんどう  6   11．23▼t％   乙10，14日  

（さや）  乳剤  30gai／A散布   皇国  
圃場D：く0．01  

三日   

圃場F：0．06   

スナップえんどう  2   11．23Yt％   
2回   

圃場A：0．03（2回、7日）（＃）   

（さや）  乳剤  
60gai／A散布  7日            圃場F：0．02（2回、7日）（＃）   

さやえんどう  3   
11．23wt％  

30gai／A散布   呈回   
（さや）  乳剤  三日  

乙10，14日   

さやえんどう  11．23▼t％  

（さや）   乳剤   
60gai／A散布   2回   7日  圃場A：0．08（2回、7日）（＃）   

2日  

4日  

2日   

圃場D：く0．01  

乾燥たまねぎ   9   
（鱗茎）  

11．23vt％  
24～26gai／A散布  呈回  乳剤  

圃場E：く0．01  

圃場F：0．01  

圃場G：0．02  

圃場H：く0．01  

圃場・Ⅰ：0．03（2回、2日）（＃）  
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農作物   
試験  試験条件  
圃場  剤型   使用圭・使用方法  回数  経過日数   

最大残留量（ppm）  

圃場A：0．11（3回、21日）（＃）  

21日  

圃場C：0．03（3回、22日）（＃）  
48～55gai／Å散布   

22日  

圃場E：0．12（3回、21日）（＃）  

ぶどう※   11．23wt％  圃場F：0．04（3回、21日）（＃）   

（果実）  

12  乳剤   3回    21日  

圃場H：1．93（3回、21日）（＃）  

20日  
60gai／A散布  

圃場J：0．26（3回、21日）（＃）  

21日  

圃場L：0．09（3回、21日）（＃）   

ぶどう  11．23vt％  

（果実）   乳剤   250gai／A散布   3回  21日  圃場A：0．47（3回、21日）（＃）   
之日  

圃場B：0．04  

3日  

いちご   1l．23vt％   
30～32gai／A散布  皇国  

圃場D：0．20   

（果実）  

8  

乳剤  之日  

3日  

圃就：0．06  

呈日   

圃場A：く0，02く2回、6日）（＃）  

6日   圃場B：く0．02（2回、6日）（＃） 
オクラ   11．23yt％   圃場C：く0．02       7日   

6  
（果実）  乳剤  30gai／A散布   呈回  

6日  圃場D：く0．02（2回、6日）（＃）  

圃場E：く0．02  

圃場F：く0．02       三日   
三日  圃場A：く0．01  

圃場B：く0．01  

サマースカッシュ   11．23vt％   画数：く0．01  

（果実）  

6  
乳剤  

30gai／Å散布   呈回  
圃場D：〈0．01  

ヱ日‘           圃場E：く0．01  
圃場F：く0．01   

圃場A：く0．01  

阻場B：く0．01  

きゆうり   11．23vt％   圃雛：く0．01   

（果実）  

6  
乳剤  30gai／A散布   呈回   三日              圃場D：0．01  

圃場E：く0．01  

圃場F：く0．01   

きゆうり  11．23wt％  

（果実）   乳剤   
60gai／A散布   2回   7日  圃場Å：く0．01（2回、7日）（＃）   

圃場A：0．04  

三日   圃場B：0，02  
圃場C：0．02  

カンタロープ  8   
11．23wt％   圃場D：0．02  

（果実）  
乳剤  30g8i／Å散布   呈回  

圃場E：0．01  

ヱ日           圃場F：0．02  

圃場G：く0．01  

圃場H：0，019   

カンタロープ   ロ   
11．23wt％  

（果実）  乳剤   
60gai／A散布   2回   7日  圃場A：0．02（2回、7日）（＃）   
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農作物   
試験  試験条件  
圃場  剤型   使用土・使用方法  回数  経過日数   

最大残留量（ppm）  

エ10，14日  

マスタード   11．23腎t％   ヱ日   
6  30gai／A散布   之回  

（茎葉）  乳剤  6日  

三日  

8日   

マスタード  11．23甘t％  

（菓）   乳剤   
60gai／A散布   2回   7日  圃場A：1．3（2回、7日）（‡）   

三日  

6日  

三日  
カリフラワー  11．23wt％  

7  

乳剤   30gai／A散布   呈回  6日  
（結球）  

三日  
6日  

三日   

－カリフラワー  11．23甘t％  

（結球）   
乳剤   60g8i／A散布   2回   7日  圃場A：く0．01（2回、7日）（＃）   

三日  
6日  

キャベツ  

（結球）  
11．23y班  圃場D：0．08  

8  

乳剤   
30gai／A散布   呈回  

外菓あり  圃場E：0．05  

ヱ日  

圃場G：0．10  

乙10，14日   

三日  圃場A：く0，01 圃場B：く0．01  
聞場C：く0．01く立回、6日）（＃）  

キャベツ  

（結球）  
11．23vt％  

30gai／A散布   星回  
圃場D：く0．01  

8  

外葉なし  
乳剤  圃場E：0．01  

軋場F：0．02  

間数：く0．01  

圃場H：く0．Ol  

三日  圃場A：0．73  

オリーブ   11．23▼t％   圃場8：0．42（2回、14日）       乙14，21日   
4  

乳剤  
50gai／A散布   呈回  

（果実）  

三日  師部：0．31 圃♯D：0．13   
オリーブ  11．23vt％  

（声実）   
乳剤   100g8i／Å散布  2回   7日  圃場A：1．8（2回、7日）（＃）   

オリーブ  11．23▼t％  

（果実）   乳剤   
250gai／A散布   2回   7日  圃場A：0．76（2回、，7日）（＃）   

（＃）これらの作物残留試験は、作物残留試験が実施された国の使用方法の範囲内で試験が行われていない。  

（※）ぷどうの作物残留笥験については、全ての韓験で適用範眉内で実施されていないことを踏まえ、使用土48～55g／Aの試験を  
基準値策定の根拠とした。  
最大使用条件下の作物桟留試崩条件に、アンダーラインを付している。  

・
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．
■
l
■
r
■
 
■
」
¶
．
一
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（別紙2）  農薬名  ビリプロキシフェン   

参考基準値  
基準隊  外国  作物残留試験成痍   

農産物名  案  現行  基準値  
ppm   pPm  Ppm  ppm   ppm  

米（玄米をいう）  0．1  

小麦  ．i  

大麦  P  

ライ麦  8  

とうもろこし  d   

そば  
その他の穀類  首  

大豆   0．2    申 0．20  アメリカ  l米国の未成熟えんどうを参照】   
小豆類（いんげん、ささげを含む）   0．2  t米国の未成熟えんどうを参照】   

えんどう   d   【米国の未成熟えんどうを参照l   

そらまめ  キ   0．20  
らっかせい  田  

その他の豆類   盲   0．20   

ばれいしょ  葡   
さといも類（やつがしらを含む）  5  
かんしょ  0   
やまいも（長いもをいう）  監   
こんにやくいも  
その他のいも類  8   

てんさい  海   1  

さとうきび       8   壁  
だいこん頼（ラディッシュを含む）の枝  0   
だいこん類（ラディッシュを含む）の兼  

藍 0   かぶ類の枚  
かぶ類の菓  挺   
西洋わさび  Q   

クレソン  
ヤ  

【米国のキャベツ及び  
はくさい   0．7  0．70  アメリカ  カリフラワーを参顔】  

【0．05～0．33（n三8）（外葉あり）、  
キャベツ   0．7  く0．01T－0．02（n＝8×外葉なし）】  

【米国のキャベツ及び  
芽キャベツ   7   カリフラワーを参照I   

ケール   2．0  l米国のマスタードの葉を参照】   

こまつな   2  l米国のマスタードの葉を参照l   

きょうな   払  【米国のマスタードの葉を参照】   
チンゲンサイ   1  【米国のマスタードの集を参照I   

カリフラワー   tく0．Ol－0．14（＃）h＝8）】   

7   【米国のキャベツ及び  
ブロッコリー   0．7  カリフラワーを参照】   
その他のあぶらな科野菜   iし   2．0  アメリカ  【米国のマスタードの葉を参照】   

ごぼう  
サルシフイー  
アーティチョーク  巧   

チコリ  章  
エンダイブ  1  

しゆんぎく  l   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む）  

その他のきく科野菜  章 q  

たまねぎ  0．15  三：・㌍喜虻 ∴一サLT  0．15  ア刈カ   【く0．01～0．掴（＃）（n＝9）】   

ねぎ（リーキを含む）  二誌ミニq  

にんにく  禦ごJ¢  

にら  1q  
アスパラガス  q  

わけぎ  0  

その他のゆり科野菜  0  

にんじん  ．1  

パースニップ  ．1  

パセリ  0  

セロリ  3  

みつば  0  

その他のせり科野菜  0  

17   



0．14（軋0．28（＃）   

lく0．Ol－0．04b＝9）】   

【く0．02－く0．02（蠍n＝6）】  

オレンジ（ネーブルオレンジを含む）   

グレープフルーツ   

【0．16（＃）－0．62（n瑠）】   

18   



【米国のライチ、バンレイシ、  
オリーブ、グアバを参照】   
【米国のライチ、バンレイシ、  
オリーブ、グアバを参照l  

【米国のライチ、バンレイシ、  
オリーブ、グアバを参照】   

その他のスパイス   

棲哺乳類に属する動物の筋肉  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
【】で示した結果等については、海外で実施された作物残留試験成績を示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
（＄）これらの作物残留試験は、最高の値を示した括弧内に示す条件において得られた値を採用した。  
牛の筋肉及びその他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉についてはそれぞれの脂肪に基づき設定した。  
注1）食用植物油脂の日本農林規格に規定する精製綿実油、綿実サラダ油及びこれらと同等以上の規格を有すると認められる食用油   

注2）wHO飲料水水質ガイドラインのGuidelineValueに基づき設定（GuidelineValue：WHOにおいて各国の規制当局と給水サービス提  
供者による飲料水水質の維持・向上を目的に設定されるWHO飲料水水質ガイドラインにおいて、飲料水水質を評価するための基礎とな  
る数値であり、生涯にわたって摂取した場合、摂取者の健康に重大なリスクを起こさない濃度を示す。  
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（別紙3）   

ビリプロキシフェン推定摂取量（単位：jLg／人／day）  

食品群   
基準値案 （ppm）  国民平均 TⅦ）Ⅰ  幼小児 （1～6歳）  

T肥Ⅰ   T岨）Ⅰ  

大豆  0．2  11．2  小豆類  02  
えんどう  0．2      01  
そら豆  0．2      0．0  

0 0  その の豆類  0．2  
はくさい  0．7  
キャベツ  0．7      16．0  
芽キャベツ  0．7  
ケール  2．0  
こまつな  2．0  
きよ‾な  2．0          チンゲンサイ  2．0      2．0  

●  0．1  カリフラワー  0．7  
ブロッコリー  0．7  
その他のあぶらな科野菜  2 0  
たまねぎ  0．15  トマト  1  
ピーマン  3      5．7  

3 3  なす  1  
0・6   その他のなす科野菜  2  0・4L   し  

音域うり＿（ガーキとを含む）  0．2  
カ；ぽち亭（言方手首三を碧折 
しろ－り  0．1  すいか  01      00  
メロン類果実  0．1  
まくわうり  0．1      0．0  

0 2  その他のうり科野  01  
オクラ  0．02      0．0    －   
未成熟えんど  0．2  
未 熟いんげん  0．2  えだまめ  02  
その の野菜  02  
みかん  0．5      22．9  
なっみかんの果実全体  0．5  
レモン  0．5  
オレンジ（ネーブルオレンジを む）  0 5  
グレープフルーツ  0．5  ライム  0 5  
その他のかんきつ顆果実  0．5  
りんご  0．2  
日本なし  0．2  

00  西洋なし  0．2  
0．0■  マルメロ  0．2      0．0  
00：  ぴわ  02      0 0  
05：  もも  10  

ネクタリン  1．0  
アンズ（アプリコットを む  10  
すもも（プルーンを含む〉  1．0          －  
おとう チェリーを む）   1．0  

t  いちご  0．3         o．0  
ブルーベリー  1．0  ハックルベリー  10      01  
その他のペリー類果実  10      ．   01  

08  ぶどう  0 5  
パパイヤ  1．0      0．1  
アボカド  1．0  

0 0  グアバ  0．1  
マンゴー  1．0  
パッションフルーツ   0．1  

5．9・  1．4  その他の果実  1．0  
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基準値案 （ppm）  国民平均 T岨）Ⅰ  幼小児 （1～6歳）  
食品群  妊婦 T岨）Ⅰ  

T旺）Ⅰ  

綿実   0 05   0 0  

く り  0 02      0 0    べ   
0 02  カン       0 0－    0 0■   0 0   

アーモンド   0．02  00   00：  0. O 

クルミ  0．02  その他のナッツ類  0 02      0 0  
0 3  茶         11  

その他のスパイス  1．0  
2．0  0 2  その他のハ・－プ  

陸棲哺乳類の肉類  001  
ミネラルウオーター類   0．3  600．0  

計  762．5  397．6  736．4  
ADI比（％）  14．3   25．2   13．2  

TⅦ）Ⅰ：理論最大1日摂取量（TheoreticalNaximumDailyIntake）  
・高齢者については畜水産物の摂取丑データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  
ミネラルウオーター類の摂取量については国民平均・妊産婦・高齢者2L／day、幼小児1L／dayとした。  

21   



（参考）  

これまでの経緯  

平成17年10月21日 農薬登録申請（茶に係る適用拡大申請）  

平成17年11月 8日 厚生労働大臣から食品安全委員長あてに残留基準設定に係る食  

品健康影響評価について要請  
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平成18年  

第2回食品安全委員会農薬専門調査会総合評価第一部会  

食品安全委員会（要請事項説明）  

第3回食品安全委員会農薬専門調査会総合評価第一部会  

第10回食品安全委員会農薬専門調査会総合評価第一部会  
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平成18年  

平成18年  

平成18年  

平成19年  

平成19年  
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．価について通知  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

【委員】   

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

北里大学副学長  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室助教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

社団法人農林水産先端技術産業振興センター調査広報部 調査役  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本都 本部長  

東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

独立行政法人国立健康・栄養研究所研究企画評価主幹  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  

青木 宙   

井上 松久  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博   

斎藤 貫一   

佐々木 久美子   

志賀 正和   

豊田 正武   

米谷 民雄   

山内 明子   

山添 康   

吉池 借男   

鰐渕 英機   

（○：部会長）  
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答申（案）   

ビリプロキシフェン  

残留基準値  
食品名  

Dt】m   

大豆  0．2  
小豆類（いんげん、ささげを含む）  0．2   
えんどう   0．2   
そら豆   0．2   
その他の豆類（注1）   0．2   
はくさい   0．7   
キャベツ   0．7   
芽キャベツ   0．7   
ケール   2．0   
こまつな   2．0   
きような   2．0   
チンゲンサイ   2．0   
カリフラワー   0．7   
ブロッコリー   0．7   

その他のあぶらな科野菜（注2）   2．0   

たまねぎ   0．15   

ピーマン   3   

その他のなす科野菜（注3）   2   

きゆうり（ガーキンを含む）   0．2   
かぼちや（スカッシュを含む）   0．1   
しろうり   0．1   
すいか   0．1   

メロン類果実   0．1   
まくわうり   0．1   
その他のうり科野菜（注4）   0．1   
オクラ  0．02  

未成熟えんどう  0．2   
未成熟いんげん   0．2   
えだまめ   0．2   

その他の野菜（注5）   0．2   
りんご   0．2   
日本なし   0．2   
西洋なし   0．2   
マルメロ   0．2   

ぴわ   0．2   
もも   1．0   
ネクタリン   1．0   

あんず（アプリコットを含む）   1．0   

すもも（プルーンを含む）   1．0   
おうとう（チェリーを含む）   1．0   
いちご   0．3   
ブルーベリー   1．0   
ハックルベリー   1．0   
その他のベリー類果実（注6）   1．0   
ぶどう   0．5   
パノくイヤ   1．0   
アボカド   1．0   
グアバ   0．1   
マンゴー   1．0   
パシションフルーツ   0．1   

その他の果実（注7）   1．0   

綿実   0．05   

くり   0．02   
ペカン   0．02   
アーモンド   0．02   

くるみ   0．02   

その他のナッツ類（注8）   0．02   
茶   0．3   

注1「その他の豆類」とは、豆類のうち、大  
豆、小豆類、えんどう、そら豆、らつかせい  
及びスパイス以外のものをいう。   

注2「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶ  
らな科野菜のうち、だいこん類の根、だいこ  
ん類の菓、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わ  
さび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽  
キャベツ、ケール、こまつな、きような、チ  
ンゲンサイ、カリフラワーブロッコリー及び  
ハープ以外のものをいう。  

注3「その他のなす科野菜」とは，なす科野  
菜のうち，トマト，ピーマン及びなす以外の  
ものをいう。   

注4′「その他のうり科野菜」とは、うり科野  
菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、  
すいか、メロン類果実及びまくわうり以外の  
ものをいう。   

注5「その他の野菜」とは、野菜のうち、い  
も類、てんさい、さとうきび、あぶうな科野  
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、  
なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、た  
けのこ、オクラ、しようが、未成熟えんど  
う、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、  
スパイス及びハープ以外のものをいう。   

注6「その他のベリー類」とは、ベリー類呆  
実のうち、いちご、ラズベリー、ブラックベ  
リー、ブルーベリー、クランベリー及びハッ  
クルベリー以外のものをいう。  

注7「その他の果実」とは、果実のう  か
 
あ
果
パ
マ
及
 
、
な
、
類
パ
、
し
 
 

ち
洋
ン
一
、
バ
や
 
 

んきつ類果実、りんご、日本なし  酉
り
′
リ
ー
ア
め
 
 

し、マルメロ、びわ、もも、ネ  
んず、すもも、うめ、おうとう  
実、ぶどう、かき、バナナ、キ  

夕
べ
 
イ
グ
 
 

ウ
 
 

ク
．
 
 

イヤ、アボカド、パイナップル、  
ンゴー、パッションフルーツ、なっ  
びスパイス以外のものをいう。  

「その他のナッツ類」とは，ナッツ類の  8
ち
び
 
 

注
う
及
 
 

ぎんなん，くり，ペカン，アーモンド  
るみ以外のものをいう。   く
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残留基準値  
食品名  

のハープ（注10）  

注9「その他のスパイス」とは、スパイスの  
うち、西洋わさび、わさびの根茎、にんに  
く、とうがらし、パプリカ、しようが、レモ  
ンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及び  
ごまの種子以外のものをいう。   

注10「その他のハープ」とは、ハープのう  
ち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの  
菓、セロリの茎及びセロリの葉以外のものを  
いう。  

その他の陸棲哺乳類に属する動物（注11）の筋肉  
牛の脂肪  
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪  
牛の肝臓  
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝赫  
牛の腎隋  
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓  
牛の食用部分  

等以上の規格を有すると認められる食用油に限  する精製綿実油、綿実サラダ油及びこれらと同  る。）  
実油（食用植物油脂の日本農林規格に規定  注11rその他の陸棲哺乳類に属する動物」  

とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及  
び豚以外のものをいう。   

0．01  
する精製綿実油、綿実サラダ油及びこれらと同  
等以上の規格を有すると認められる食用油を除  



ビリプロキシフェンに係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定  

に対して寄せられたコメントについて  

（1）「食品、添加物等の規格基準（昭和34年12月厚生省告示第370号）の一部改   

正（食品中の農薬ビリプロキシフェンの残留基準設定）」に関する意見の募集に   

対して寄せられたコメント  

1．募集期間  

平成19年8月8日～平成19年9月7日  

2．現在までに寄せられた意見数  

なし  

（2）WTO通報（衛生植物検疫措置の適用に関する協定（SPS協定）に基づく通報）   

に対して寄せられたコメント  

1．募集期間  

平成19年8月15日～平成19年10月14日  

2．現在までに寄せられた意見数  

なし  
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